
『方丈記』の後半部分は長明が日野山に隠居した時に結んだ「方丈の庵」に関して、ボリューム・構造・材料・
空間構成・しつらえ・周辺環境など、そこに起こったあらゆることを詳細に描写している。
描写から読み取れるそれぞれの項目に、時代性・意匠性などの観点からオリジナルの考察を加えて復元を行
い、実際に、「方丈の庵」の内部や周辺には何が起こっていたのか、検証をしていく。

研究方法 描写の読み込み 分析における独自性

PORTABILITY
場所に対する意識
住居を移動させる方法

構造分析
材料数を減量し軽量化する構造

周辺環境分析
描写のみより要素の描き出し

SITE
庵の周囲の生活風景
周辺の自然風景

平面・しつらえ分析
半外部空間における設備とその時間性

PLAN&INTERIOR
「方丈の庵」の形態を詳細に説明
内部空間のしつらえ

VOLUME
「方丈の庵」に関する概要
時間の流れと空間の大きさの関係性

ボリューム分析
小屋論における事例との比較
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BIG SMALL

末葉の宿り

旅人の一夜の宿

老いたる蚕の繭

1/1000

reading of volume

長明はそれまでの人生において様々な災厄を目の当
たりにし、個人的な問題が重なることにより世を捨
てる。都市というのは今でいう利便性の対象ではな
く、むしろ襲われたりする人的障害や自然災害の対
象になることから山よりも危険性を多く孕んだ、嫌
われるべき対象であった。

田舎は災厄などの自然災害の恐れもなければ人間関
係などの精神的煩いも存在しない、自分一人支える
だけの食糧や水を自分で調達し、木々や川の音や虫
や花や月を話し相手とする。
生活リズムは太陽の傾きと天気によってのみ左右さ
れ、呼吸や鼓動の音が反響するほど四方壁は近く、
所有するすべてのモノに手が届く、自己を認識する
には適切な大きさである。これだけの小ささにより
生活空間の一部が外部に染み出し、内外を行き来す
る動作で外気や自然に接する時間が増え、人間に影
響する生活環境が豊かになる。

構造分析

基本的な構造はいかなるものか

仮設性分析

どのようにして運んでいたか
その重さは？その多さは？

材料分析

軽く、持ち運びがしやすく、
一人で作りやすく壊しやすい
しかも５年間住み続けられる
強さを持つ材料の組み合わせ

土居

うちおほい

継目

掛け金

車二両

reading of portability

fig01.「方丈の庵」軸組み構造図

屋根：木皮

棟木：丸太

母屋：木材 垂木：木材

床：木板

土台：丸太

根太：木材（角）

大引：木材（角）

柱：木材（角）

梁：木材

構造分析

□式年遷宮との関係

長明は現在の下鴨神社（元の賀茂御
祖神社）に生まれた。下鴨神社は２
１年に１度、式年遷宮を行うことが
知られている。７歳の時に第６回式
年遷宮が行なわれるなど社殿が造替
される様子を幼い頃から目の当たり
にしてきた長明はこの自在な建築様
式にヒントを得て「方丈の庵」の構
造を考えたのではないかという仮説
の元に、検証をしたい。

「方丈の庵」は広さ約二・七三坪。
畳、約五帖半程度であり、間口・奥
行とも一丈四方である。
もう一つの特徴は、土台を置き、そ
の上に柱を立てるという点だ。下鴨
神社の本殿もまた土居桁の構造であ
る。この構造は、建物の移動という
ことを前提としている。

fig02. 糺の森（世界遺産）

fig03. 河合神社（下鴨神社摂社）

掛け金

壁

壁

柱

fig04.　掛け金構造詳細図

掛け金

掛け金
fig05.　掛け金平面・立面詳細図

仮設性分析

土台／3400～3600mm
　　（４～６本）

蔀戸／1400×1000mm
　　（２枚）

竹壁／1400×1000mm
　　（６枚）

板壁／1400×1000mm
　　（２枚）

板壁／700×2000mm
　　 （２枚）
引戸／700×2000mm
　　 （２枚）

板壁／1400mm×900mm
　　（４枚）

大引・根太／3000mm
　　（１２本程度）

柱／2000mm～（７本）

梁／3000mm～（４本）

棟木／3500mm～（１本）

床板／3000mm×3000mm

屋根（木皮）

母屋／3000mm～（５本）
垂木／1700mm～（１０本）

牛車２台 で運んだ材料

材料分析

竹壁
1400×1000mm

fig06. 庶民住宅の素材と屋根

fig07. 垣根の素材（竹壁）

fig08. ホームレス住居

中頃の河原の住居と比べ1/100であると述べて
いる所から生家から見ると、1/1000の大きさ
であることが予測される。
３ｍ×３ｍ＝9㎡の1000倍とすると9000㎡と
いう事になるので少々誇張表現のようにも思
えるが、これまでの記述においてそれほどの
誇張表現は見られないので、どの文献もおお
よそ近い数値であるとの見解を示している。
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北立面図

東立面図

南立面図

西立面図

ボリューム分析

まず初めに、「方丈の庵」の概要が記述される。「旅人・一夜」と
いう言葉で仮設住居であることと、「年老いた蚕」という言葉で個
人で住まう極小の住宅であるということが理解できる。年々歳を重
ねるごとに家が小さくなってゆき、最後には３ｍ×３ｍ×高さ２ｍ
という極小空間に行き着くさまを描く。この大きさ、いや小ささと
はいかなるヴォリュームなのだろうか。

ボリューム分析構造・材料分析平面・しつらえ分析周辺環境分析

横：　一丈＝約３ｍ
奥行：一丈＝約３ｍ
高さ：七尺＝約２ｍ
面積：９平方ｍ
体積：１８立方ｍ
人数：１人

ヴォリュームや家というものの概念
を述べた後、この部分では家を建て
る場所性に関しての記述がある。
「土台」「うちおほい＝屋根」「継
目」などの表現から基本的な軸組み
構造であることが分かるが、土台が
あるということから、地面よりやや
高いところに、根太や大引を組み、
床を張っていたことが分かる。

床はこれらの構造の中でも比較的大
きな部材になり、長辺は３ｍあった
ので一人で組立て壊すのは中々困難
な大きさになることが予測される。
この板材を薄くするために、根太は
通常の本数より多めに入れられたと
思われる。屋根に関しても同様のこ
とが言える。柱同士はホゾで組み合
わされ、壁は掛け金によって留めら
れたが、その構造に関しては仮設性
分析で説明する。

掛け金という仕組みがもたらす効果は何か。まず組み立て順序を一定
に絞られないことにある。一人で組み立てるということは作業してい
る間に部材を支えている人がいないことになるので、例えば角に柱を
立て、その両側に直角に壁をつけて置くと、その状態で固定しておく
ことが出来るだろう。材料の上下運動が最小限で済むのもまた高齢の
身体にとって魅力的であろう。そしてこの建物も１日で完成したとは
限らないので、掛け金方式になっていると、建設途中でも小さな箱を
簡単に作ることが出来るので、建設過程でフレキシブルに対応してい
た様子を想像することはとても楽しい。
長明は場所を選び、敷地を読み込んでから壁や窓の位置を決定してい
くという作業を行なったのではないかと仮定してより創造性のある分
析を本論ではしていきたい。

「方丈の庵」でも、当時の規格品だった
板壁と竹壁を使っていたと思われるが、
仮設性・構造などのバランスから両者を
半々で使い合わせ、運搬性と強度とをう
まく補っていたのではないか。また掛け
金を使用して、敷地を選んでから方向性
を見て壁の配置を決めていたので、それ
ぞれの方角の面に対する意識により材料
を配置を変え、一定ではない敷地に対す
る適応性を高めていたと思われる。

また乞食の住居は掘立柱で地面をそのま
ま床としているが、「方丈の庵」は土台
を組んだ記述があるので、掘立柱ではな
く土台から出る柱を調整してあらゆる敷
地に適応させていたと思われる。

蔀戸
1400×1000mm

竹壁
1400×1000mm

板壁
1400×1000mm

質量：重い
厚み：厚い
強度：強い

板壁：竹壁＝５０：５０ 質量：軽い
厚み：極薄
強度：普通

『方丈記』が書かれた1200年代に一遍上人という人がいた。弘安5年(1282)に鎌倉
を訪れるが、その様子を含め生涯を「一遍上人絵伝」に詳しく記述した。

その中には時代の動向や、四季折々の行事などが描かれているが、その背景として
描かれている都市の描写が細かく、当時の建築を研究する重要な参考として挙げら
れる事が多い。本論でも同様に、これら絵巻の背景にフォーカスをあて分析を行な
うと、「方丈の庵」復元において大きく参考になる点が見られた。

まず普通の一般家庭の造りに注目したい。路肩に露店のように並ぶ家がこの頃の庶
民住宅（fig.06）だが、小さいとは言え、垣（fig.07）が設けられ、一部に竹を
編んだ壁が見られる。この竹壁は軽くて比較的丈夫で安価であるため、庶民階層ま
で広く使われていたことが予想される。

詳しく見ていくと、見落としそうなほどの絵の端に、乞食が描かれているものがあ
る（fig.08)。乞食もホームレスのダンボールハウスのように簡単な拠り所を構え
ているが、それらはすべて板を重ね合わせたものを、枝で支えて雨風しのぐ領域を
作り出している。これらの板が規格品であったことが分かる。

【その他運んだ可能性のあるもの】

机（450×600程度）
経机（300×400程度）
すだれ、衝立、継ぎ琵琶、
折琴、阿弥陀如来絵

PROJECT1「文学から空間は作れるか」

「方丈の庵」復元実験

仮設性分析
式年遷宮への意識、牛車と荷物量

材料分析
一遍上人絵伝に見る当時の規格品

空間構成分析
出雲大社との比較、面・開口への意識

敷地分析
現在の敷地（跡地／方丈石）調査



　 庇

木板と枝

fig01.建ててから追加したしつらえとその素材

前部分で基本的な構造やポータビリティに関して述べたが、
ここでは具体的なしつらえが描かれている。インテリアの固
有名詞が数多く書き連ねられ、リアルな空間の雰囲気や生活
の様子が思い描かれる。しかし東西南北でのみ整理されてい
るので、長明は平面図を頭に思い描きながらこの描写をして
いたと思われる。

最初の部分に「日野山の奥に住んでから」という記述がある
ことと、軸組みなどの記述と分けて書かれていることからこ
の部分で登場するモノは、長明がこの場所に庵を構えてから
加えられたしつらえであると思われる。

思わず長く住むことになってしまったために、方丈という立方
体から床や屋根が外部に侵食し、内部でも外部でもない二種
類の半外部空間を作り出し、お互いの性質や方角の理など
を補い合い、より豊かな生活空間を巧みに仕立て上げたと思
われる。おそらく思いつきで増やしていった空間だが、この半
外部空間がより方角性を明瞭にしたと言え、長明の建築セン
スが垣間見える。

かまど   石

閼伽棚

木の枝

スノコ   竹と縄

□仕切り・面について

□窓について

手前／書斎＆台所
正面から西に机を置き物を集中させ東
側に竃を設ける。動作の大きいアクティ
ビティを手前に集めている。

半奥／寝床
半分奥まり適度に囲まれ落ち着く。ほど
ろを敷いただけなので、折り畳めばアク
ティビティが行なえる。

最奥／仏間
一番先に仏間を設ける。仏がいる方向
である西を向き、朝陽が東の蔀戸から
伸びてきて仏間の床を照らす。

スノコ／床の延長
正面の床を延長し、中へ入るという行
為にワンクッションを持たせる。また１
日の大半をこの場所で過ごしていたの
ではないかと推測される。

庇／屋根の延長
屋根を延長し、雨の日も土の上で作業
が行なえる土間的空間を設ける。屋内
では行なえないが毎日必ず行なう炊事
機能を担う場として使用。

蔀戸
小屋の両端に蔀戸を配置。両側を開け
ると東側の山の上から、西の谷に向か
って流れる風が入る。特に西側は見晴
らしもよく月を眺めていた。

これまで「方丈の庵」の大きさ・構造・材料・仮設性・平面・しつら
えに関して詳しく述べてきたが、ここでは建物から外へ出て周囲
の環境に関して描写する。ここでは見渡せる半径１０ｍ程度の
範囲の話が記されていて、隣接する山などのマクロな描写はこれ
以降に書いてある。

ここで暮らしていくためのものとして、最低限の要素である火と
水が得られることが示される。周囲に広がる林から火を起こすた
めの薪が拾えること、水が南側の小川から掛樋を使って溜めてお
くことが出来たことで、ある程度の期間の命が保証され、ここでの
暮らしの継続への不安が取り払われる。それらの要素もあり過ぎ
ず程々にあるのがまた絶妙である。

火と水に加えてあるのが西方への視界で、西は極楽浄土を念じ
る特別な方角であった。地形的にも西のみが開けることで夕暮れ
を望み、月を想うことが出来た。火と水に加え、祈りの方角を最低
限の環境として読み込んでいる点が興味深い。

fig02.文章から読み取れる周辺環境の描写

平面・しつらえ分析

fig03. アプローチ fig04. 方丈石 fig05. 方丈石上部 fig06. 方丈石裏側

閼伽棚

庇

縁側

鴨長明

掛樋

方丈石

方丈石方丈の庵小道薪が落ちてる林 小川掛樋

文学より立ち上げた「方丈の庵」による検証文学より立ち上げた「方丈の庵」による検証

縁側で過ごす日中

引戸を開けると台所 仏に祈る朝は素材の隙間からもれる光で満ちる 掛樋へ流れる水の音が聴こえる 静まった夜に月を想う

軒が落ち葉で埋まる 縁側で麓に住む子どもと遊ぶ地面と庵の間（土台）に苔が生す

長明が一生の最後を過ごした庵での 、描写には表れなか
った が浮かび上がった。また、

ことも発見された。
周辺環境との距離関係、長明が紆余曲折した人生の中で

を発見した。



　PROJECT2
「出来事や現象から空間は作れるか」

「出来事から設計するということ」

目線が変わると奥行が変わる小さな窓を開けると質が変わる 扉が庇になり、窓が入口になる

・窓を開ける　　・棚を引出す
・背伸びをする　・半歩横にずれる
・目線を上げる　・数ミリの段差を上がる

･･･小さいからこそ影響する出来事

「時間的変容による現象」

ここは、自然の匂いや音や温度や湿度や風や雨などの
時間の流れを感じながら太陽の傾きと共に生活する場所

夜明け前

辺りは暗く、月の光のみ
が空間を照らし波の音が
遠くから聴こえてくる

夜明け

小鳥がさえずりだした頃
、水平線が徐々に明るく
っていき空間と共に自分
の温度も暖められていく

早朝

目を覚まししばらく起き
上がらず、少し高くなっ
た光が降ってくるのをぼ
んやりと眺める

朝ご飯

太陽が上がりきり、空が
青くなった頃、質素な朝
食を作り、部屋中ごはん
のにおいが立ち込める

正午

太陽が真上にきた頃誰か
が来る。人が来る音とと
もに気配を感じる

午後

雲行きが怪しくなり雨が
降ってきた。雨音ととも
に雨の匂いが広がる

夕暮れ

さっきまで降っていた雨
はあがり、夕日で部屋中
が赤く染まっていく

夜

日が落ちると共に行動範
囲が狭くなり、波音を聴
き月明かりで本を読み、
その日の出来事を思い出
しながら今日が終わる






